
































































































および勝坂式直前（阿玉台Ⅰ b 式よりも古い土器群）までを前葉，勝坂式期を中葉，加曽利 E 式・
曽利式期を後葉とする。中期初頭と表現する場合は，五領ヶ台式Ⅰ式期を指す。勝坂式期は狢沢式・
新道式期を 1 式期，藤内式期を 2 式期，井戸尻式期を 3 式とする一般的な編年区分に従う。ただし，







第 208集  2018年 3月
置し，外周に竪穴住居がめぐる空間構成が最も特徴的である。筆者が「勝坂タイプ」と仮称する環
状集落の一形態であり［谷口 2005］，現時点で以下の 8 例が知られている。
東京都稲城市多摩ニュータウン№ 471 遺跡南集落［東京都埋蔵文化財センター編 1993］
東京都八王子市神谷原遺跡［八王子市椚田遺跡調査会編 1982］







規模なものを特徴的に含んでおり，その長さは 10 ～ 15 ｍを中心に最大では 23m に達する例があ
る。佐々木藤雄［1984］による掘立柱建物跡の分類でⅢ ‒b 類とされたもの，また石井寛［1989］に






れた中期前葉・中葉の類例は，上記の環状集落で検出されたものを含めて 19 遺跡 71 棟である（表
1）。図 1・図 2 に主要な事例を示す。







施設となっていた可能性がある。ほかに勝坂式期の竪穴住居跡が 12 棟ないし 13 棟あるが，それら
は掘立柱建物のゾーンよりも外側に展開している。
神奈川県藤沢市ナデッ原遺跡でも，9 棟の二重柱穴列掘立柱建物を，長軸を環の円周に沿わせる向










遺跡№ 事例№ 所在地 遺跡名 遺構名
外側規模（m） 内側規模（m） 柱穴数
時　期 文献
長軸 短軸 長軸 短軸 外側 内側
1 1 新　潟 和泉A SB６ 5.6 3.8 2.9 1.5 9 4 中期前葉 報１
2 SB23 14.6 4.7 11.8 1.9 13 12 中期前葉
3 SB24 16.5 4.1 13.9 2.8 12 12 中期前葉
4 SB25 6.4 3.3 3.8 1.6 9 6 中期前葉
5 SB27 6.5 3.6 4.0 1.9 10 4 中期前葉
6 SB31 - 3.8 6.5 1.9 6 8 中期前葉
7 SB32 6.4 3.4 3.7 1.6 6 6 中期前葉
8 SB33 5.5 3.8 3.0 1.4 10 4 中期前葉
9 SB34 5.7 3.8 3.0 1.3 9 4 中期前葉
10 SB37 5.7 3.3 3.5 1.7 8 4 中期前葉
11 SB40 6.7 3.6 4.3 1.7 7 4 中期前葉
12 SB41 5.5 3.1 3.1 1.5 9 4 中期前葉
13 SB45 5.3 3.4 2.8 1.9 10 4 中期前葉
2 14 長　野 一之瀬・芝ノ木 Ⅱ次10号柱列 4.2 3.8 1.6 1.5 8 6 記載なし 報２
15 Ⅱ次13号柱列 8.2 6.0 5.9 4.1 12 8 記載なし
3 16 東　京 神谷原 方形柱穴列 23.0 8.0 21.0 4.9 18 15 中期中葉 報３
4 17 忠生B地区 B1-1掘立柱 8.5 5.2 5.6 3.0 12 6 中期中葉 報４
18 （根岸山） B1-2掘立柱 9.8 3.9 7.4 2.5 15 8 中期中葉
19 B1-3掘立柱 （8.2） 4.9 6.2 3.2 （8） 6 中期中葉
20 B1-4掘立柱 8.8 3.8 3.8 2.3 12 6 中期中葉
5 21 日影山 Ⅰ群 － 5.7 － 3.2 （13） 6 記載なし 報５
6 22 TNT No.471 １号掘立柱 - － 9.8 3.6 - - 勝坂２ 報６23 ２号掘立柱 13.0 － 8.4 3.4 （17） 11 新　道
24 ３号掘立柱 13.0 5.4 10.3 3.2 12 10 新　道
25 ４号掘立柱 14.0 5.2 11.0 3.1 15 10 新　道
26 ５号掘立柱 - 4.3 9.1 2.5 （11） 8 新　道
7 27 神奈川 宮　添 ３・４号掘立柱 13.6 7.0 10.2 3.8 （18） 13 加曽利E 報７
8 28 南　原 １号掘立柱 6.9 5.0 5.2 3.2 10 6 勝　坂 報８
29 4b号掘立柱 7.0 5.2 - － 19 - 勝　坂
30 ５号掘立柱 8.3 5.3 4.7 3.1 14 6 勝　坂
31 7号掘立柱 9.6 5.3 6.2 3.7 11 6 勝　坂
32 15号掘立柱 9.1 5.5 6.5 3.3 11 8 勝　坂
9 33 ナデッ原 1号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし 報９
34 ２号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
35 ３号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
36 ４号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
37 ５号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
38 ６号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
39 ７号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
40 ８号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
41 ９号掘立柱遺構 － － － － － － 記載なし
10 42 高　山 1号掘立柱 15.2 6.5 9.1 3.7 11 8 中期中葉 報10
11 43 前高山 1号掘立柱 7.7 4.6 4.8 3.3 9 6 中期中葉 報11
44 2号掘立柱 10.5 5.9 8.0 3.4 13 9 中期中葉
45 6号掘立柱 10.2 5.4 6.2 3.1 12 6 中期中葉
46 9号掘立柱 9.1 5.5 4.6 3.3 14 6 中期中葉
47 10号掘立柱 10.1 5.1 4.7 2.5 14 6 中期中葉
48 14号掘立柱 8.3 5.4 4.5 3.5 11 6 中期中葉
49 15号掘立柱 9.1 5.4 4.7 3.0 14 6 中期中葉
50 16号掘立柱 12.4 6.9 7.4 3.8 16 8 中期中葉
51 17号掘立柱 13.4 6.3 8.1 3.7 16 7 中期中葉
52 18号a掘立柱 12.8 6.1 － 2.7 － － 中期中葉
53 18号b掘立柱 － 6.8 － 2.7 － － 中期中葉
12 54 小丸・小高見 17号掘立柱 － － － － （21） 14 勝　坂
55 26号掘立柱 － － － － （13） 8 勝　坂
13 56 三の丸 B1掘立柱 16.9 5.7 13.0 3.5 （24） 10 勝　坂 報12
14 57 花見山 B１号掘立柱 11.7 7.3 9.5 4.5 14 8 五領ヶ台～勝坂 報13
15 58 神隠丸山 １・２・３ｃ掘立柱 － － － － － － 記載なし 報14
59 5c掘立柱 － － － － － － 記載なし
60 6c掘立柱 － － － － － － 記載なし
61 14c掘立柱 － － － － － － 記載なし
62 18c掘立柱 － － － － － － 記載なし
63 23c掘立柱 － － － － － － 記載なし
16 64 北川貝塚 JHB２ 10.0 6.5 7.0 4.0 16 9 中期前葉 報15
17 65 大熊仲町 ２号掘立柱 11.4 5.2 9.2 3.0 18 8 勝　坂 報16
66 ３号掘立柱 14.2 6.0 8.8 3.0 19 13 勝　坂
67 ５号掘立柱 11.0 6.2 8.1 4.2 （10） （6） 勝　坂
68 ６号掘立柱 - 6.0 － 3.5 （12） （8） 勝　坂
69 ９号掘立柱 15.7 5.1 12.9 4.0 （16） 11 勝　坂
18 70 新羽貝塚 １号ピット群 9.4 － 6.6 － － － 記載なし 報17
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環状の居住域の内帯に沿って掘立柱建物を巡らし，外帯に竪穴住居と遺物の廃棄帯を配置した構成
となっている（図 3d）。掘立柱建物は確認されたものだけで 41 棟あり，ほかにも 860 以上のピット
があることから考えると実際の棟数はさらに多かった可能性もある。数の上でも規模・構造からみ
ても，主たる家屋は内帯に配置されたこれらの掘立柱建物群である。同遺跡の報告書では規模と平
面形に基づいて 4 大別 13 細分されているが，なかでも規模が大きく主要な家屋と考えられるのが




の廃棄帯が途切れる集落東側の中央に平行して配置された，長径 16.2m の SB24 と長径約 14.4m の
SB23 がとくに際立っており，これらの長大な掘立柱建物が集落内の最も中核的な家屋ないし施設と
なっていたものと考えられる。























東京都忠生遺跡 B 地区 B1 地点の勝坂式期集落（前掲）でも，最大長約 9m の二重柱穴列をもつ
長方形掘立柱建物が 4 棟検出されている。前高山遺跡・ナデッ原遺跡の場合と異なるのは，それら
の 4 棟が環状集落の西側の分節だけに存在し，東側には建てられていない点である（図 3c）。忠生
遺跡 B 地区 B1 地点の勝坂式期集落は，41 棟の竪穴住居跡が東西の二大群に明瞭に分かれ，外径約
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に，神谷原遺跡における集落形成の初期過程にあらためて注目し，ここでは環状の空間構成が明瞭
となる勝坂 1 式期の集落構成を検討する（図 5）。
勝坂 1 式古（狢沢式期）の 12 棟は，墓群のある広場を中心に北東群 4 棟と南西群 8 棟の二大群に
分かれて分布し，南西群に約 2 倍の住居が偏在している。続く勝坂 1 式新（新道式期）の 9 棟も北




れまでとは異質な住居型式が唐突に出現しており，住居型式が刷新される。6 ～ 7 本柱で石囲炉を
有するその円形大形住居は，4 本柱で埋甕炉を保持してきたそれまでの住居とはかなり異質である。
北東群に新たに登場したこの円形大形住居は，長野県塩尻市俎原遺跡 55 号［俎原遺跡発掘調査団
編 1986］，岡谷市梨久保遺跡 91 号［梨久保遺跡調査団編 1986］，茅野市棚畑遺跡 27 号・119 号・157 号
［棚畑遺跡発掘調査団編 1990］，同市長峯遺跡 SB64・SB61・SB176［長野県埋蔵文化財センター編 2005］，
原村大石遺跡 3 号［長野県中央道遺跡調査団編 1976］，山梨県長坂町酒呑場遺跡 C 区 39 号［山梨県埋
蔵文化財センター編 1997］など，八ヶ岳南麓から諏訪湖盆，松本平南部にかけての集落に類例が見出










本柱の楕円形大形住居の SB 109 と，9 本柱の楕円形大形住居の SB 145B がそれであり，主柱穴の
間を直線的な溝で連結する特徴をもつ（図 7，№ 16・№ 17）。この種の溝にはいくつか異称があり，
「間仕切溝」「ベッド状遺構」などと呼ばれることもあるが，ここでは小薬一夫［2003］の用語に従
い「柱間溝」と称することにする。柱間溝をもつ同種の住居は，神谷原遺跡ではこの 2 棟しかなく，
109 号は北東側に，145 号 B は南西側に位置している。柱間溝以外の属性でも，9 本ないし 10 本の







る。神谷原遺跡の 2 例に最も類似した楕円形大形住居の類例としては，大石遺跡 24 号（新道式期），















遺跡№事例№ 所在地 遺跡名 遺構名 平面形 規模（m） 柱穴数 炉 テラス 周溝 壁柱穴 時 期 文献長軸 短軸
1 1 富　山 開ケ丘狐谷Ⅲ SI01 円形 5.7 4.9 7 石組炉 （○） - - 中期中葉 報19
2 SI03 隅丸方形 4.1 3.2 7 石組炉 （○） - - 中期中葉
3 SI07 長楕円形 7.5 4.5 10 石組炉 （○） - - 中期中葉
4 SI15 隅丸方形 - 3.6 4 石組炉 （○） ○ - 中期中葉
5 SI18 楕円形 4.9 3.6 8 石組炉 （○） - - 中期中葉
2 6 長　野 熊久保 10号住 円形 6.5 - 6 石囲炉 - ○ - - 報20
3 7 平　出 52住 楕円形 5.8 5.1 7 石囲炉 - - - 藤内Ⅰ 報21
8 62住 楕円形 7.2 5.6 8 石囲炉 - - - 藤内Ⅱ
4 9 俎　原 49住 円形 3.5 3.2 5 地床炉 - - - 藤内Ⅰ 報22
10 53住 円形 4.9 4.4 - - - - - 曽利Ⅱ？
11 103住 楕円形 5.4 4.4 5 石囲炉 - - - 狢　沢
12 113住 楕円形 6.4 5.7 7 石囲炉 - - - 藤内I～II
13 120住 円形 4.2 3.9 4 地床炉 - - - 狢　沢
5 14 一ツ家 103住 円形 5.0 5.0 5 石囲炉 - ○ - 狢　沢 報23
6 15 小　池 198住 円形 5.6 5.4 7 石囲炉 - - - 藤内Ⅱ
7 16 峯　畑 2号住 円形 6.6 6.5 8 石囲炉 ○ ○ - 井戸尻 報24
17 9号住 （円形） - - - 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅱ
8 18 辻沢南 45号住 六角形 6.1 6.0 6 石囲炉 - ○ - 唐草文系 報25
19 50号住 五角形 6.2 5.6 6 石囲炉 ○ ○ - -
20 89号住 隅丸方形 5.2 4.9 6 石囲炉 - ○ - 唐草文系
9 21 丸山南 1住 楕円形 6.5 5.5 7 ? 石囲炉 - - ○ 井戸尻Ⅲ 報26
22 23住 - - - - 石囲炉 - - - 井戸尻Ⅱ
10 23 千　田 8区-16住 卵形 8.7 6.6 7 地床炉 ○ ○ - 中期中葉新 報27
11 24 川原田 J15 円形 5.3 5.2 6 石囲炉 ○ - - - 報28
25 J51 円形 （4.8） - 石囲炉 - - - 新　道
12 26 中　原 2号住 円形 5.7 7 石囲炉 ○ - - 曽利Ⅰ 報29
13 27 梨ノ木 1号住 楕円形 6.3 5.7 7 石囲炉 （○） - - 新　道 報30
28 3号住 楕円形 5.2 4.5 4～6 埋甕炉 （○） ○ ○ 狢　沢
29 4号住 楕円形 - - 6 - - ○ ○ -
30 11号住 楕円形 6.0 5.5 7 地床炉 - - - 新　道
31 18号住 楕円形 4.6 4.1 4 埋甕炉 - - - 新　道
32 56号住 楕円形 - - 6 - - ○ ○ 新　道
33 59号住 楕円形 7.5 7.3 9 石囲炉 - ○ ○ -
34 64号住 楕円形 5.1 4.3 7 石囲炉 （○） - - 藤内Ⅱ
35 71号住 楕円形 7.0 5.9 9 石囲炉 ○ - - 井戸尻Ⅰ～Ⅱ
36 76号住 楕円形 （5.3） （5.1） 7 石囲炉 - ○ ○ 藤内Ⅱ
37 87号住 楕円形 5.2 4.8 5 埋甕炉 - ○ ○ 新　道
38 95号住 楕円形 5.1 4.2 7 石囲炉 （○） ○ ○ 藤内Ⅰ
39 104号住 楕円形 6.6 6.2 9 石囲炉 - ○ ○ 井戸尻Ⅲ
40 106号住 楕円形 6.4 （5.5） 10 石囲炉 （○） - - 井戸尻Ⅰ～Ⅱ
41 107号住 楕円形 6.1 5.1 7 石囲炉 - ○ ○ 藤内Ⅱ
14 42 棚　畑 37住 楕円形 6.3 5.7 7 石囲炉 ○ - - 井戸尻Ⅰ 報31
43 44住 楕円形 7.0 6.8 8～10 石囲炉 ○ - - 井戸尻Ⅰ
44 85住 円形 6.2 5.9 8 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅱ
45 89住 円形 7.0 - 8 石囲炉 - ○ - 井戸尻Ⅱ
46 91住 楕円形 7.3 6.6 9 石囲炉 - - ○ 藤内Ⅱ
47 97住 楕円形 8.2 5.7 7 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅱ
48 100住 楕円形 7.5 7.0 10～11 石囲炉 ○ - ○ 井戸尻Ⅲ
49 103住 円形 5.3 5.0 7 埋甕炉 ○ - ○ 狢　沢
50 104住 円形 8.9 8.5 7 埋甕炉 ○ - ○ 狢　沢
51 106住 楕円形 6.5 5.2 7 石囲炉 ○ - - 藤内Ⅰ
52 108住 円形 4.8 4.2 6 石囲炉 - ○ ○ 藤内Ⅰ
53 110住 楕円形 5.0 4.6 8 石囲炉 - - - 井戸尻Ⅰ
54 111住 円形 6.8 6.5 8 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅰ
55 119住 楕円形 10.5 9.0 - 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅰ
56 142住 楕円形 6.5 .5.8 6 ? 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅰ
57 150住 楕円形 6.2 6.0 6 ? 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内Ⅱ
58 151住 楕円形 6.2 4.8 7 石囲炉 ○ ○ - 藤内Ⅱ
59 157住 楕円形 （10） （8.3） - 石囲炉 ○ - ○ 狢　沢
15 60 日向上 - - - - - 石囲炉 - - - 曽　利 報29
16 61 林の峰 3号住 円.形 6.0 5.8 6 石囲炉 - - - - 報32
17 62 長　峯 SB4 長楕円形 6.2 （5.9） 5 埋甕炉 ○ ○ ○ 狢沢～新道 報33
63 SB5 長楕円形 5.9 5.0 6 埋甕炉 ○ ○ ○ 狢沢～新道
64 SB14 楕円形 - - 5 埋甕炉 ○ ○ ○ 新　道
65 SB17 楕円形 - - 7 地床炉 （○） ○ - 藤　内
66 SB30 隅丸五角形 5.8 5.7 5 石組炉 ○ ○ - 曽利Ⅱ
67 SB45 - - - - - - ○ - 曽利Ⅳ
68 SB54・55 円形 - （5.2） 5 石囲炉 ○ ○ ○ 藤　内
69 SB63 略円形 5.2 5.1 4 埋甕炉 - ○ ○ 藤　内
70 SB64 楕円形 5.9 （5.1） 6 石囲炉 ○ ○ ○ 新　道
71 SB66 楕円形 - - 7 石囲炉 - - - 藤　内
72 SB138 （円形） - - 8 石囲炉 - ○ - 曽利Ⅱ
73 SB156 円形 5.5 5.4 6 石囲炉 ○ ○ ○ 新　道
74 SB176 楕円形 6.5 6.0 9 石囲炉 ○ ○ ○ 藤内～井戸尻Ⅰ
75 SB185 楕円形 6.8 （6.4） 8 石囲炉 - ○ ○ 藤　内
76 SB187 楕円形 （5.6） 5.0 7 石囲炉 ○ ○ ○ 藤　内
77 SB190 （楕円形） - - 5 石囲炉 （○） - - 藤　内
78 SB202 円形 - - 9 石囲炉 - ○ ○ 井戸尻Ⅲ
79 SB211 （円形） - - - - - - - 曽利Ⅳ
80 SB214 円形 5.8 5.7 7 石囲炉 ○ ○ ○ 井戸尻Ⅰ
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遺跡№事例№ 所在地 遺跡名 遺構名 平面形 規模（m） 柱穴数 炉 テラス 周溝 壁柱穴 時　期 文献長軸 短軸
18 82 長　野 尖　石 11住 - - - - - - - - 藤内Ⅰ 報34
19 83 大　石 13号住 楕円形 6.4 4.7 4～6 埋甕炉 - - - 新　道 報35
84 24号住 楕円形 7.7 6.5 8 石囲炉 ○ - ○ 新　道
85 25号住 楕円形 5.9 5.3 6 石囲炉 ○ - - 新　道
20 86 徳久利 12号住 楕円形 7.2 6.0 8 石囲炉 ○ - - 狢　沢 報36
21 87 立　沢 1号住 円形 6.0 - 地床炉 - - - 藤内Ⅰ
22 88 九兵衛尾根 2号住 楕円形 6.0 5.2 7 地床炉 ○ - - -
23 89 藤　内 2号住 楕円形 6.8 5.7 7 石囲炉 - - - 井戸尻Ⅱ
90 3号住 円形 6.0 5.7 7 石囲炉 - - - 井戸尻Ⅱ
91 7号住 円形 5.4 5.1 6～7 石囲炉 ○ - - 井戸尻Ⅰ
92 9号住 円形 5.4 6～7 石囲炉 - - - 井戸尻Ⅱ
24 93 山　梨 古林第4 16号住 楕円形 8.2 6.6 8 石囲炉 - - - 藤　内 報37
25 94 寺所第2 T-37号住 楕円形 - - 7 石囲炉 - - - 藤　内 報38
26 95 甲ッ原 45-B住 - - - 6 石囲炉 - - - 新　道 報39
27 96 酒呑場 14住 円形 5.0 4.3 7 石囲炉 - ○ - 井戸尻Ⅲ 報40
97 31住 円形 6.8 6.4 8 石囲炉 - - - 狢　沢
98 39住 円形 - - - 石囲炉 - - - 新　道
99 48住 楕円形 7.1 6.4 7 石囲炉 - ○ ○ 井戸尻Ⅲ
100 55住 楕円形 6.4 5.8 7 石囲炉 - ○ - 井戸尻
101 79住 - - - - 石囲炉 - - ○ 新　道
102 91住 円形 6.3 6.2 7 地床炉? - ○ - 井戸尻Ⅲ
103 96住 円形 6.2 5.9 7 石囲炉 - ○ - 井戸尻Ⅱ
104 99住 円形 5.9 （5.5） 7 石囲炉 - - - 井戸尻Ⅲ
28 105 石原田北 20住 楕円形 6.3 5.6 7 石囲炉 ○ - - 新道２ 報41
106 35住 楕円形 7.2 6.7 7 石囲炉 ○ ○ ○ 新道２
107 40住 楕円形 5.4 5.1 7 石囲炉 ○ - ○ 新道２
29 108 海道前C 2号住 楕円形 7.3 6.5 10 石囲炉 ○ ○ - - 報42
30 109 石之坪 4号住 楕円形 6.4 4.8 7 埋甕炉? ○ ○ - 藤　内 報43
110 11号住 楕円形 6.2 5.6 7 埋甕炉? ○ - ○ 藤内Ⅱ
31 111 東　京 滑　坂 02A住 楕円形 4.5 3.5 6 石囲炉 - - - 勝坂２ 報44
112 13住 楕円形 6.1 5.2 7 石囲炉? - - - 勝坂３
113 30住 楕円形 4.7 3.9 4 - - - - 勝坂２
114 35住 楕円形 4.1 3.9 4 石囲炉 - - - 勝坂２
115 39住 楕円形 4.5 4.0 5 石囲炉 - - - 勝坂３
116 64住 円形 4.8 4.8 5 石囲埋甕炉 - - - 勝坂２
117 85住 楕円形 - - 4 埋甕炉 - - - 勝坂３
32 118 神谷原 SB109A 楕円形 7.8 6.5 10 石囲炉 - - ○ 勝坂１ 報3
119 SB145B 楕円形 7.0 4.6 9 石囲炉 - - - 勝坂１
33 120 TNT №107 8号住 - - - 6 石囲炉 - - - 勝坂２ 報45
121 28号住 - - - 6 石囲埋甕炉 - - ○ 勝坂２
34 122 TNT №72 62住 楕円形 6.0 5.5 6 石囲炉 - - ○ 勝坂２ 報46
123 191住 楕円形 6.0 5.1 7 石囲埋甕炉 - - ○ 勝坂３
124 204住 楕円形 6.8 （5.2） 7 石囲炉 - - - 勝坂２
125 238住 円形 4.6 4.5 5 石囲埋甕炉 - ○ - 勝坂３
126 277住 楕円形 6.4 6.0 7 埋甕炉 - - ○ 勝坂３
127 324住 楕円形 6.4 5､8 7 - - ○ - 勝坂３
128 329住 五角形 6.0 5.8 - - - - - -
129 334住 楕円形 6.8 5､9 8 石囲埋甕炉 - - ○ 勝坂３
35 130 和田･百草 6住 楕円形 6.7 6.0 8 石囲（埋甕）炉 - - - 勝坂３ 報47
131 7住 円形 6.0 6.0 5 石囲埋甕炉 - ○ - 勝坂３
36 132 TNT №.520 .8号住 略円形 5.7 5.4 6 埋甕炉 - ○ ○ 勝坂２ 報48
37 133 TNT №3 10号住 楕円形? - - 6 石囲炉 - - ○ 勝　坂 報49
38 134 恋ヶ窪東 S127J 隅丸方形 6.8 5.2 7 地床炉 （○） - ○ 勝　坂 報50
135 S134J 円形 6.0 - - 埋甕炉 （○） - ○ 勝坂末？
39 136 井の頭池 9a住 楕円形 5.1 4.3 6 地床炉 - - - 勝坂２ 報51
40 137 西　台 8住 - - - - - （○） - ○ 勝坂３ 報52
138 10住 隅丸方形 - - - 埋甕炉 - ○ ○ 勝坂３
41 139 明治薬科大 33号住 楕円形 4.9 4.2 5 地床炉 - - - 勝坂３ 報53
42 140 堂ヶ谷戸 216住 円形 4.8 4.8 5 地床炉 - ○ ○ 勝坂末 報54
141 218住 不整円形 4.3 （2.8） - 埋甕炉 - - - 勝坂３
43 142 等々力原Ⅰ 1号住 楕円形 （5.2） （4.1） - 埋甕炉 - - - 勝　坂 報55
44 143 鶴　川 J18 楕円形 5.8 5.1 6 埋甕炉 - ○ - 勝坂３ 報56
45 144 忠生A1地区 A1-8号住 楕円形 4.6 3.7 4 石囲炉 - ○ ○ 勝坂３ 報57
145 A1-34号住 円形 3.9 3.6 4 埋甕炉 （○） - - 勝坂２
146 A1-138号住 不明 約5 約4.4 4 埋甕炉 - - - 勝坂２
147 忠生A2地区 A2-6号住 楕円形 4.6 3.8 4 埋甕炉 （○） - - 勝坂２ 報58
148 A2-12号住 円形 5.5 5.5 6 石囲炉 （○） - ○ 勝坂２
149 A2-13号住 楕円形 5.5 4.8 4 埋甕炉 （○） - ○ 勝坂２
46 150 忠生B地区 B1-1号住 円形 4.6 4.2 5 石囲埋甕炉 - ○ ○ 勝坂３ 報4
151 B1-18号住 円形 6.2 6.1 4 - - - ○ 勝坂２
47 152 木曽森野南 2号住 - - - - 石囲炉 - ○ - 勝坂３ 報59
153 21号住 - - - - 石囲埋甕炉 - - - 勝坂３
48 154 神奈川 下　原 A3-a - - - 5 埋甕炉 - - - 勝坂２ 報60
155 A3-b 楕円形 6.9 5.4 9 埋甕炉 - - - 勝坂２
156 Ａ11 円形 - - 5? 地床炉? - - - 勝坂２
157 A12 楕円形 5.7 4.5 6? 地床炉? - - - 勝坂２
158 A25 楕円形 3.4 3.0 5 石囲炉 ○ - ○ 勝坂２
159 B12 楕円形 7.3 5.7 7 石囲炉 - - ○ 勝坂２
160 B35 楕円形 5.3 4.8 5 埋甕炉 ○ - - 勝坂２
161 B37 楕円形 （6.8） （5.4） 6 石囲炉 - - - 勝坂３
49 162 下中丸 2住 円形 5.5 5.5 7 石囲炉 - - ○ 勝　坂 報61




期），長峯遺跡 SB5（狢沢～新道式期）などが典型的である。図 6・図 7 に中信地域と関東地方南西
部を中心に分布する主な事例を示した。
柱間溝をもつ竪穴住居跡は，現時点で 63 遺跡 206 例が確認される
（４）













遺跡№事例№ 所在地 遺跡名 遺構名 平面形 規模（m） 柱穴数 炉 テラス 周溝 壁柱穴 時　期 文献長軸 短軸
50 164 神奈川 上中丸 11住 円形 5.0 7 石囲埋甕炉 - - - 勝坂２ 報62
165 20住 円形 5.5 5.3 5? 石囲炉 - ○ - 勝坂２～３
166 70住 円形 4.5 4.5 5 石囲炉 - - - 勝坂３
167 117住 円形 5.0 6 土器撒炉 - - ○ 曽利系
51 168 恩名沖原 34号住 楕円形 5.5 4.9 5? 石囲炉 - ○ - 勝坂３ 報63
169 73号住 楕円形 5.6 4.6 6 石囲埋甕炉 - ○ ○ 勝坂３
52 170 望　地 2号住 楕円形 4.7 4.0 6 石囲埋甕炉 - ○ ○ 勝坂３ 報64
53 171 杉久保 8号住 円形 6.9 6.7 7 埋甕炉 - - - 勝坂２ 報65
172 9号住 円形 5.2 5? 埋甕炉 - - ○ 勝坂２
173 13号住 円形 （5.1） 5? 地床炉 - - ○ 勝坂２
174 29号住 楕円形 6.3 5.9 6 石囲炉 - ○ - 勝坂３
175 36号住 円形 5.1 5.0 5 埋甕炉（浅鉢） - ○ - 勝坂３
176 38号住 楕円形 7.0 5.8 7 石囲炉 - ○ - 勝坂３
177 42号住 楕円形 （4.8） （4.2） - - - - ○ 勝坂３
178 46号住 円形 5.0 4.6 5 地床炉? - ○ - 勝坂３
54 179 南　原 8ｂ号住 不整円形 5.0 5.0 6 石囲埋甕炉 - - ○ - 報66
180 （連絡道路） 14号住 不整円形 5.5 5.7 6 埋甕炉 - - ○ -
181 2号住 不整円形 約4.4 約4.4 5 石囲埋甕炉 - - ○ - 報67
55 182 岡　田 190号住 楕円形 4.6 4.1 6 地床炉 - ○ - 勝坂３ 報68
183 256号住 隅丸方形 4.5 4.5 5 地床炉 - ○ - 勝坂３
184 258号住 隅丸方形 5.0 5.0 5 埋甕炉 - ○ - 勝坂３
185 263号住 楕円形 4.6 4.0 8 土器囲い炉 - ○ - 勝坂３
186 265号住 楕円形 5.1 4.7 5 埋甕炉 - ○ - 勝坂３
56 187 原　口 J25 円形/楕円 約5.8 約5.1 6 地床炉 - ○ - 勝坂３ 報69
57 188 高　山 1号住 楕円形 約6.4 約5.6 6 埋甕炉 - ○ - - 報10
58 189 小　丸 53号住 円形 6.3 6.0 7 埋甕炉 - ○ - 勝坂３ 報70
59 190 三の丸 BJ59 円形 5.9 5.8 7 石囲埋甕炉 - ○ ○ 勝　坂 報12
191 BJ79 円形 6.2 5.2 6 石囲埋甕炉 - - ○ 勝　坂
60 192 大高見 J15 楕円形 5.5 4.7 4 石囲埋甕炉 - - ○ 勝　坂 報71
193 J22 楕円形 6.5 5.6 6 石囲埋甕炉 （○） - ○ 勝　坂
61 194 大熊仲町 J4号住 楕円形 6.9 5.2 7 石囲埋甕炉 - - ○ 勝　坂 報16
195 J6号住 楕円形 - - 6 埋甕炉 - - ○ 勝　坂
196 J13号住 楕円形 5.9 4.8 6 地床炉 - - ○ 勝　坂
197 J35号住 楕円形 5.9 5.2 6 石囲埋甕炉 - ○ - 勝　坂
198 J42号住 楕円形 7.5 5.5 8 埋甕炉 - - ○ 勝　坂
199 J83号住 楕円形 7.8 6.9 7 石囲埋甕炉 - - ○ 勝　坂
200 J101号住 楕円形 3.4 6 埋甕炉 - - ○ 勝　坂
201 J116号住 楕円形 6.6 5.6 7 埋甕炉 - - ○ 勝坂３
202 J119号住 楕円形 - - - 石囲炉 - - - 勝　坂
203 J123号住 円形 5.8 5.4 6 石囲埋甕炉 - - ○ 勝　坂
62 204 宿根西 12号住 楕円形 7.7 6.4 8? 石囲埋甕炉? - - ○ 勝坂３ 報72
63 205 下永谷6丁目 J2号住 楕円形 4.8 約4 5 埋甕炉 - - ○ 勝坂末 報73
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1989］。石井寛は，横浜市港北ニュータウン地域遺跡群における D 群掘立柱建物の出現について，阿
玉台Ⅰ b 式期から勝坂 2 式期にかけての土器型式の変化と関連づけて説明する視点を示し，阿玉台
系の住居が見られた段階と掘立柱建物が出現する段階との間の質的な違いに言及して，こうした現
象の背後に地域間の社会関係の変化があったと論じている［石井 1989］。その後，新潟県和泉 A 遺
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In light of the phenomenon that a settlement included several extraneous houses, this paper aims to 
describe the structure of circular villages of the Middle Jomon period and the social context behind it. To 
this end, this paper examines circular village sites built in the middle phase of the Middle Jomon period in 
Kanto and Chubu regions to assess how the extraneous houses affected the formation of the segmenta-
tion structure of the villages.
In the middle phase of the Middle Jomon period, large posthole-type buildings originated from the 
Hokuriku region and pit dwellings typically seen in the Chubu Highlands region were introduced and 
accepted in some circular villages in the southwest of the Kanto region. This study analyses the distri-
bution of these extraneous houses and consequently indicates that they seem to have been introduced 
directly from their respective places of origin, rather than spreading in orderly sequence from one village 
or district to the next. Moreover, this paper reveals that the acceptance and coexistence of extraneous 
houses were closely related to the contemporary fusion and coexistence of different styles of pottery in-
cluding extraneous one.
In conclusion, this paper suggests the model of society that can reasonably describe the above-men-
tioned phenomena. It seems that in the middle phase of the Middle Jomon period (the Katsusaka-style 
Pottery period), the construction of circular villages involved multiple different lineages. These segmen-
tal groups maintained their respective identities and relations with other relatives outside of their settle-
ments in distant places. A large tribal group whose territory coincided with the geographical distribution 
of Katsusaka-style pottery was segmented into various unilineal descent groups such as lineages and 
sibs. The geographically discontinuous distribution of building and pottery styles is likely to have been 
promoted by exogamy, which was generally seen in unilineal descent groups.
Key words: circular village site, segmentation structure, extraneous house, extraneous pottery, segmen-
tal tribe, Middle Jomon period, middle phase of the Middle Jomon, Katsusaka style pottery, lineage, sib, 
unilineal descent group, exogamy
The Segmentation Structure of Circular Villages and Extraneous Houses
TANIGUCHI Yasuhiro
141
